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ズハゴンドウ, コビレゴンドウ, ハナゴンドウ, ネズミイル
カ, スナメリ) から, 前・後半部の相対成長が共に最も小さ








多く, ５種 (カズハゴンドウ, コビレゴンドウ, ハナゴンド
ウ, ネズミイルカ, スナメリ)が含まれた｡ 一方, カワイル
カ２種 (ガンジスカワイルカ, ラプラタカワイルカ) の下顎
孔は, 共に相対成長が最も低いほうであった｡ なお, 下顎孔
の高さは, 種全てにおいて下顎骨の最大の高さと同一であっ
た｡
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科６種 (カズハゴンドウ, ハンドウイルカなど) およびスナ










けられ, 度以下が５種 (マダライルカ, スジイルカ, ハシ
ナガイルカ, マイルカ, セミイルカ), 度以上が８種 (カ
マイルカ, ハンドウイルカ, カズハゴンドウ, コビレゴンド







なかった｡ 一方, 歯の間隔は, 検討した全ての種において下
顎骨長との間に１次の相対成長が認められた｡
頤孔は, ガンジスカワイルカとラプラタカワイルカで認め








たのは, スジイルカ, カマイルカ, ハンドウイルカ, カズハ

























(カマイルカ, ハンドウイルカ, カズハゴンドウ, コビレゴ











の高い種は, ハンドウイルカ, オキゴンドウ, ネズミイルカ
およびスナメリであった｡ また, 使用周波数の低いのは, カ
マイルカ, マイルカ, シワハイルカ, ハナゴンドウおよびガ
ンジスカワイルカの５種であった｡ 上述以外の種(マダライ












(５)｡ 逆に, 使用周波数の低い種のうち４種 (カマイ



























































































































































長崎大学水産学部研究報告 第/号 ((3) .&
